
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャフトと、
　このシャフトの幅以下の間隔で設けられた一対の爪部を有する固定部材と、
　両端に輪状部を有し、これらの輪状部が前記シャフトを越えて前記 爪部に掛けら
れることにより前記シャフトを前記固定部材に押圧する引っ張りばねと、
　 前記シャフトの端部 させる調整機
構と、
　を有してなることを特徴とする光ディスク装置のシャフト支持機構。
【請求項２】
　レーザ光を放射し光ディスクからの反射光を受信する光ピックアップ部と、
　この光ピックアップ部を挟んで、その伸びる方向に前記光ピックアップ部をガイドする
一対のガイドシャフトと、
　これらガイドシャフトの各端部の位置に各々設けられ、
間隔をあけて設けられた一対の爪部を有する４つの固定部材と、
　両端に輪状部を有し、これらの輪状部が前記ガイドシャフトを越えて前記 爪部に
掛けられることにより前記ガイドシャフトの両端を前記固定部材に押圧する４つの引っ張
りばねと、
　前記光ディスクの傾きに応じて前記光ピックアップ部を傾けるために、

前記ガイドシャフトの端部 移動させる４つの調整機構と
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、
　を有して成ることを特徴とする光ディスク装置の傾き調整機構。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＤ，ＤＶＤ等の光ディスクの表面にレーザ光を照射して記録再生を行う光
ディスク装置の光ピックアップ部傾き調整機構などに用いられるシャフト支持機構に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ＣＤ，ＤＶＤ等の光ディスクにレーザ光を照射して読み取る場合、ディスク表面がレー
ザ光に対して傾いていると、信号を正確に再生できないことがある。このような問題を解
決するために、光ピックアップ部を光ディスクに対して傾け、スキュー補正を行う傾き補
正機構が知られている。この傾き補正機構は光ピックアップ部を一対のガイドシャフトに
よって支持し、ガイドシャフトを光ディスクの傾きに合わせて傾け、光ピックアップ部を
傾ける。
【０００３】
　上記ガイドシャフトを固定するために種々のばねが用いられる。例えば特許文献１では
、丸棒を前後に移動させることによってガイドシャフトを傾け、これに取り付けられてい
る光ピックアップ部を傾けるものであり、ガイドシャフトを丸棒に押し付けるために引っ
張りばねを用いている。
【０００４】
　また、図１に示す例は、やはり光ディスク再生装置の光ピックアップ部支持機構であっ
て、ガイドシャフト１１を抑えるために板ばね１２を用い、この板ばね１２を上面から固
定ねじ１３で止めている。しかも、ガイドシャフト１１が横にずれないように、止め具１
４を設けている。
【０００５】
　また図２の例では、ガイドシャフト２１をトーションばね２２を用いて、その支点部２
３を固定具２４で止め、一端をストッパ２５で固定する。この場合にも止め具２６でガイ
ドシャフト２１が横にずれないように動きを制限する。
【０００６】
　しかし、特許文献１記載の機構では、引っ張りばねの一端をガイドシャフトに掛ける必
要があり、他端を基板に固定する必要があって、機構が複雑でコストが高くなるという問
題がある。
【０００７】
　また図１に示す機構では固定ねじ１３や止め具１４が必要であり、図２に示す機構でも
固定具２４や止め具２６が必要になり、機構が複雑でコスト高になる問題点がある。
【特許文献１】特開平１０－２５５２７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上記のような従来のシャフト支持機構の問題点にかんがみてなされたもので、
構造が簡単で低コストで製造できる光ディスク装置のシャフト支持機構を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の請求項１によれば、シャフトと、このシャフトの幅以下の間隔で設けられた一
対の爪部を有する固定部材と、両端に輪状部を有し、これらの輪状部が前記シャフトを越
えて前記 爪部に掛けられることにより前記シャフトを前記固定部材に押圧する引っ
張りばねと、 前記シャフトの端部 さ
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せる調整機構と、を有してなることを特徴とする光ディスク装置のシャフト支持機構を提
供する。
【００１１】
　本発明の請求項 によれば、レーザ光を放射し光ディスクからの反射光を受信する光ピ
ックアップ部と、この光ピックアップ部を挟んで、その伸びる方向に前記光ピックアップ
部をガイドする一対のガイドシャフトと、これらガイドシャフトの各端部の位置に各々設
けられ、 間隔をあけて設けられた一対の爪部を有する４つ
の固定部材と、両端に輪状部を有し、これらの輪状部が前記ガイドシャフトを越えて前記

爪部に掛けられることにより前記ガイドシャフトの両端を前記固定部材に押圧する
４つの引っ張りばねと、前記光ディスクの傾きに応じて前記光ピックアップ部を傾けるた
めに、 前記ガイドシャフトの端部 移動さ
せる４つの調整機構と、を有して成ることを特徴とする光ディスク装置の傾き調整機構を
提供する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、構造が簡単で低コストで製造可能な光ディスク装置のシャフト支持機
構が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いて説明する。図３は、本発明を光ディスク
装置の光ピックアップ部の傾き調整機構に適用した場合の一実施形態の斜視図である。
【００１４】
　図３において、３１は光ピックアップ部であり、図示されていないが、この光ピックア
ップ部３１にはレンズとレーザダイオードが内蔵される。光ピックアップ部３１は平行に
設けられた２本のガイドシャフト３２ａ，３２ｂに挟まれて支持部３３ａ，３３ｂにより
支持されている。支持部３３ｂには突起部３４が設けられ、近接して設けられたスクリュ
ー棒３５の周囲に設けられた螺旋溝に突起部３４が嵌合する。スクリュー棒３５はモータ
３６により回転させられる。この回転により光ピックアップ部３１はガイドシャフト３２
ａ，３２ｂに平行な方向即ち矢印Ａ方向に移動する。
【００１５】
　一方、ガイドシャフト３２ａ，３２ｂの端部は引っ張りばね３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，
３７ｄによりピックアップトラバース用シャーシ３８に固定されている。
【００１６】
　例えば引っ張りばね３７ｂによって固定する部分の拡大図を図４に示し、その断面を図
５に示す。ガイドシャフト３２ｂの一端は、調整カム４１ｂの上に載せられており、ガイ
ドシャフト３２ｂは中央に凹部を有するガイド部材４２ｂに支持される。図５に示すよう
に、引っ張りばね３７ｂは固定部材４３ｂの爪部４４ｂ１，４４ｂ２に両端の輪状部を引
っ掛けられて、ガイド部材４２ｂに押圧されている。したがって、常に下側に加重がかか
り、ガイドシャフト３２がガイド部材４２ｂに常時、押圧されることになる。
【００１７】
　調整カム４１ｂは、ピックアップトラバース用シャーシ３８の裏面に設けられているモ
ータにより矢印Ｂに示す方向に回転制御可能になっている。この回転量を調節することに
よりガイドシャフトの高さが変えられ、矢印Ｃに示す方向にガイドシャフト３２ｂの端部
の高さが変化する。
【００１８】
　図３に戻って、ガイドシャフト３２ｂの他端、ガイドシャフト３２ａの両端においても
上記調整カム４１ｂと同様な調整カムが設けられており、同様のメカニズムによってこれ
らガイドシャフト３２ａ，３２ｂの各端部の高さが調節可能にされている。
【００１９】
　以上述べた構成を有する光ピックアップ部の傾き調整機構は、実際は次のように動作す
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る。すなわち、この機構の上に再生時に光ディスクがセットされると矢印Ａ方向に移動し
て光ディスクに向かって上方にレーザ光を照射し、その反射光から得た信号が再生される
。セットされる光ディスクが傾いていると、上述の調整カム の回転により、ガイド
シャフトの端部の高さが自動的に調節される。したがって、Ａ方向とこれに直角な方向、
すなわち二次元的に光ピックアップ部の傾きが調整されることになる。
【００２０】
　ところで、上記実施形態では、念のためにガイド部材４２ｂなどを設けていた。しかし
、図５に示すように引っ張りばね３７ｂによりガイドシャフト３２ｂが固定されると、横
方向へずれることもなく上下方向だけでなく左右方向に対しても、上記引っ張りばねによ
って、動きが規制される。したがって、ガイド部材４２ｂは必ずしも必要ではない。
【００２１】
　なお、図５において、固定部材４３ｂに設けられる爪部４４ｂ１，４４ｂ２の間隔Ｄを
、
ガイドシャフト３２ｂ以下にすれば、ガイドシャフトが横方向にずれることを、上記実施
形態の場合よりも更に規制することが可能となり、ガイド部材４２ｂの必要性は更に少な
くなる。
【００２２】
　従来のカートリッジやベアディスク兼用機構ではベアディスク水平載置時に垂直用ディ
スク保持部材をかいくぐってディスクの装脱着をする必要があった。これに対して本発明
のこの実施形態ではトレイローディングした後に、ディスクをフレーム本体に移送するよ
うに構成されているので、ディスク保持部材は予めディスク径の外側に設置されており、
トレイの直上方向での装脱着が可能となり、ベアディスクの操作性が著しく改善される利
点がある。
【００２３】
　また上記本発明の実施形態によれば、シャフト支持機構に、引っ張りばねを採用し、シ
ャフトを囲むように曲線的に引っ張りばねを配置したことにより、ばね張力を得るための
スペースが不要となること、部品配置後にメカ上側からばねを掛けるため取り付け性が良
好であること、両端で固定されたばねに支えられるためばね張力の２倍の負荷を得られる
こと、ばね自身がシャフトはずれのストッパの役割を果たすために部品削減が可能である
こと、使用するばねが最も一般的で安価な引っ張りばねで安価であること、等の利点があ
る。
【００２４】
　また、２本のガイドシャフトの端部を各々引っ張りばねにより固定され調整カムによっ
て高さを調整されるので、二次元的に光ピックアップ部の傾きを調節することができる利
点もある。
【００２５】
　上記実施形態では、本発明を光ディスク装置の光ピックアップ部の傾き調整機構に適用
した場合について説明した。しかし本発明はこれに限られず、一般的に、光ディスク装置
においてシャフトを固定するシャフト支持機構に適用することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】従来の光ディスク装置の光ピックアップ部の傾き調整機構の一例を示す図。
【図２】従来の光ピックアップ部の傾き調整機構の他の例を示す図。
【図３】本発明を光ディスク装置の光ピックアップ部の傾き調整機構に適用した一実施形
態の斜視図。
【図４】本発明を光ディスク装置の光ピックアップ部の傾き調整機構に適用した一実施形
態における、引っ張りばねの取り付け状態を示す図。
【図５】本発明を光ディスク装置の光ピックアップ部の傾き調整機構に適用した一実施形
態における、引っ張りばねの取り付け状態を示す断面図。
【符号の説明】
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【００２７】
　　３１・・・光ピックアップ部、
　　３２ａ，３２ｂ・・・ガイドシャフト、
　　３３ａ，３３ｂ・・・支持部、
　　３４・・・突起部、
　　３５・・・スクリュー棒、
　　３６・・・モータ、
　　３７ａ，３７ｂ，３７ｃ，３７ｄ・・・引っ張りばね、
　　３８・・・ピックアップトラバース用シャーシ、
　　４１ｂ・・・調整カム、
　　４２ｂ・・・ガイド部材、
　　４３ｂ・・・固定部材、
　　４４ｂ１，４４ｂ２・・・爪部。
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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